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イネ白葉枯病には上述 した葉枯症のほかに,幼 苗の茎葉を萎凋枯死 させ る萎凋症が知 られてい
る。本症状に対す るイネ品種の抵抗性 と葉枯症抵抗性 との関係についてはこれまで一致 した見解
が得 られていないため,萎 凋症に対する抵抗性の検定法を新たに考案 し,本症状抵抗性 と葉枯症
抵抗性 との関連性を再検討 した。また,イ ネ害虫の食害によって本症状が高頻度に誘発されるこ
















































明瞭な抵抗性を示す反面,H群 菌に対 レ,3・0前後の比較的高い発病指数を示 した。早稲愛国群品
種は1,Hお よび皿群菌に対しすべて高い発病指数を示 した。一方,苗 令の相違による抵抗性の
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多数の品種の抵抗性を検定 し,成稲期での検定結果と比較 した結果,両 者の間で密接な相関関係


























































































































1幼 苗 期検 定 法 を 利 用 したイ ネ品 種 の 抵抗 牲 遺伝 子 分 析
1で明らかにした各菌系に対するイネ品種群の幼苗期反応に,成 稲期で解析された抵抗性遺伝
子を併記するならば,第3表 のように要約される。黄玉群に属するイネ品種は1群 菌に対 して,
第3表 幼苗期におけるイネ品種と病原細菌との相互反応
品 種 群 1群菌 豆群菌 皿群菌
金 南 風 群+1)
黄 玉群
黄 玉,東 海 ヱ2号,ニ シカ ゼ な どM2)(X召_1)4)
あ そみ の り,Sig・d・g・b・な どR3)(Xa-1)
R・nt・iEm・群R(x召 一1)










1)+:感受性2)M二 中程度抵抗性3)Rl抵 抗性4)(}1抵 抗性遺伝子
一対の優性主働抵抗性遺伝子Xα一1を持つと考えられている。 しかし,同 じ黄玉群品種の中に,
1群菌に対 して幼苗期にその抵抗性が明瞭に発現 しない品種 と成稲期同様に強い抵抗性を発現す
る品種とが混在 している。前者の代表品種として黄玉および東海12号を,ま た,後 者の代表品種
としてあそみのりおよびSigadagaboを選定 して,こ れら4品種を交配 してそれらの雑種後代に
おける抵抗性を検定 し,幼苗期における抵抗性発現様相の相違を遺伝的側面から検討 した。黄玉





第4表 黄玉 ×SigadagaboのF2の1群菌T7174に対 する反応
組 合 せ
幼 苗 期 に お け る 分 離 成稲期における分離2)
R個体数 S個体数 計 適 合 度
R:S個体数
適 合 度
RRR1)SRRSSR SSS P:S Pα2) P:SP(x27






Sigadagabo39 00 039 20:0 20
1)左 か ら順 にn葉,n-1葉,n-2葉 の 反 応 。
2)n葉 また はn-1葉 に お け る検 定 結 果 。
R:抵 抗 性,S:感 受 性 。
RantaiEmas群品種の1群菌に対する抵抗性遺伝子は黄玉と同じXα一1であることが明らかに




菌に対す る抵抗性が幼 苗期か ら明瞭 に発
現す るIRRI品 種(IR28,IR29
およびIR30)の 抵抗性遺伝子 はXα一1
と同 じ遺伝子座上 にあ るが,幼 苗期 での
反応 が黄 玉 と異 な ることか ら,Xα一1
第5表 黄玉 ×SigadagaboのF,の幼苗期第n葉







とは複対立遺伝子 として区別 しXα 一1んと呼称 す るよ う提 案 されてい る。そ こで,RantaiEmas
群品種 の1群 菌に対す る抵抗性遺伝 子 とXα一1あるい はXα一1んとの異 同を検討 した結果(第6


































D左 か ら順 にn葉,n-1葉,n-2葉 の反 応 。R:抵 抗 性,S:感 受 性 。




号の4品 種を選定し,それらの6～7葉 期苗のn-2葉 に針接種することによって,白葉枯病菌
株の菌系を高い精度で判別できることが明らかとなった(第4図)。
幼苗期検定法にもとつ く一連の菌系判別によって,既 知の反応型 と異なる反応を示す菌株2株
が新たに見出され,W群 菌と呼称するよう提案 した。本菌系に対するイネ品種の反応は金南風群
および黄玉群では一部の外国稲品種を除いてほとんどの品種が感受性を示 した。RantaiEmas群
の供試13品種はすべて明瞭な抵抗性を示 した。一方,早 稲愛国群17品種およびJava群4品種 は
すべて感受性を示 した。W群 菌に対するRantaiEmas群品種の抵抗性遺伝子を分析 した結果,Te
-tepの抵抗性は2個 の遺伝子に支配されることが明 らかとなった(第7表)。1つ はH群菌に
対する抵抗性遺伝子Xα 一2と 同じ座の遣伝子か,ま たは,Xα 一2と 密接に連鎖する遺伝子で







































































































1)R:抵 抗 性,S:感 受 性 。
第8表 金南風 ×Te-tepのF2の1,1および粗群菌 に対す る反応


























1)R:抵 抗 性,S:感 受 性 。
一134一
IRRI品 種(IR8お よびIR20)お よび韓国品種(統 一,密 陽42号および八光)5品 種 に対
す る病原性 を幼 苗期 に検定 した結果,既 往の判 別体系における1群 菌が さ らにIA～IEに ,皿







供 試 品 蕎レース 菌株数I
R8統 一 密陽42号 八光









































1)S:感 受 性;一:抵 抗 性 1)S:感 受 性,一:抵 抗 性
IV萎 凋症抵抗性 と葉枯症抵抗性と の関係
イネ白葉枯病にはこれまで述べた葉枯症のほかに,幼 苗の株全体あるいは分げつ茎の一部が






































































































把握するために,萎 凋症を高頻度で再現させる葉鞘基部針接種法を新たに開発 して,生 育時期を






















































































































































処 理 区 、 発病株数 程度別発病個体数供試個体数
3週間後4週 間後 重症 中症 軽症 健全
単 独 処 理 区
1.菌体 懸 濁 液D
豆.イネ ゾ ウ ム シ2)





























































Vイ ネ白葉枯病菌 の産生す る生理活性 物質 の特性 と病理学的意義
白葉枯病菌の培養ろ液中から,本病の病徴に類似 した症状を再現する7化合物を単離,精 製し
た。種々の分析化学的手法により,これら7化合物は トランスー3一 メチルチオアクリル酸(M
TAA),チ グリン酸(TIA),フ ェニル酢酸(PAA),イ ソ吉草酸(IVA),3一 メチ
ルチオプロピオン酸(MTPA),コ ハク酸(SUA)お よびフマル酸(FUA)と 同定 した。
これらの化合物のうち,MTAAお よびPAAで 最 も強い壊死斑形成作用と萎凋 ・白化作用が見








れで もPAAお よびIVAが 検出された(第7,8図)。 これ ら2化合物の定:量値は健全に比べ
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の病原性を迅速 ・簡便に判定す る幼苗期検定法を確立 した。すなわち,徒 長していない正常な6
～7葉期苗 のn-2葉を供試することによって,イ ネ品種の白葉枯病抵抗性を的確に検定できるこ





らかに した。すなわち,黄玉 と同 じく幼苗期に明瞭な抵抗性を発現 しない東海12号は遺伝子 も同
じXα一1を 持っこと,幼苗期から抵抗性を示すあそみのりはXα 一1と 同 じ遺伝子座上の複対
立遺伝子を持つ こと,あそみのりと同 じ反応を示すSigadagaboはxa一ヱとは独立 した別個の遺
一138一







離 し同定 した。 しか し,イネに対する作用性の活性限界濃度が比較的高いこと,感染組織中で検
出されないか,ま たは,検 出されて も極めて微量であることなどから,これらの物質の病徴ある
いは病原性発現への関与については,今後さらに検討されなければならない。
一139一




・簡便に判定する幼苗期検定法を確立 した。すなわち6～7葉 期の正常苗のn-2葉 を供試する
ことである。判別品種としては金南風,Sigadagabo,Te-tepおよび早稲愛国3号 の4品種を選
定 した。この方法により,菌系すなわち病原菌の病原性の類別も容易に検定できる。さらに幼苗
期における抵抗性の発現様相が異なる理由を遺伝的に解析 し,これまで 工群菌に対 して同 じ抵抗
性遺伝子Xa-1を持つとされてきた黄玉群品種がそれぞれ異なる遺伝子を持つことを明 らかに
した。すなわち黄玉 と同じく幼苗期に明瞭な抵抗性を発現しない東海12号は遺伝子も同 じXa-
1を持つこと,幼苗期から抵抗性を示すあそみの りはXa-1と同 じ遺伝子座上の複対立遺伝子
を持つこと,あそみの りと同じ反応を示すSigadagab。はXa-1とは独立 した別個の遺伝子を持
つことを明らかにした。また黄玉群品種と同 じく1群菌に対してXa-1を持つとされてきた。
RantalEmas群品種のTe-tepおよびRantaiEmas2はXa-1とは複対立遺伝子であるXa-1hを
持つことを明らかにした。イネ品種の萎凋症抵抗性程度と幼苗期における葉枯症抵抗性程度との
間には高い正の相関が認められ,両症状抵抗性の間に本質的な相違のないこと,萎凋症の自然発
病においてイネ害虫であるイネゾウムシの関与を明らかにした。次いで本細菌の分泌する7化合
物を単離し,構造決定を行った。
以上のように,本 研究によりイネ白葉枯病の幼苗検定が可能とな り,さらに抵抗性遺伝子の解
析により抵抗性の変動要因とその発現機構に関する多 くの新知見を得た。 よって審査員一同は,
本論文提出老は農学博士の学位を授与するに充分値すると判定 した。
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